
お問合せ先 青森県商工労働部新産業創造課 産業ＤＸ推進グループ
TEL：017-734-9418  FAX：017-734-8115 E-mail：sozoka@pref.aomori.lg.jp

会場参加50名/オンライン参加100名
※オンラインはZoomで配信します。

2022．4/14（木） 13:30～15:50
ウェディングプラザ アラスカ
4階 ダイヤモンド
（青森市新町１丁目１１−２２）

【主催】青森県 NTT東日本

参加
無料

１．出荷業務をQRコードでデジタル化（製造分野）
２．サーモンの生育状況をモニタリング（水産分野）
３．除雪作業を遠隔でサポート（建設分野）

～第１部～
■基調講演 13：40～14：40

「DXとは何か」
講師 YRPユビキタス・ ネットワーキング研究所

所長 坂村健 氏

■開会挨拶 13：30～13：40
青森県副知事 柏木 司
東日本電信電話株式会社青森支店長 越智 徹二

～第２部～
■事例紹介 14:40～15:50

製造、水産、建設の各分野における取組事例の紹介
坂村健 氏

本フォーラムでは、IoTの第一人者である坂村健氏を講師としてお招きし、デジ
タル化を進めるポイントや成功の秘訣についてお話いただきます。
また、製造、水産、建設の各分野における取組事例も併せてご紹介いたします。
県内企業の方々をはじめ、支援機関や自治体職員、DXに興味のある方など
奮ってご参加ください。



申込締切 令和４年４月１１日（月）

講師等紹介

お申込み方法（Webフォーム）

下記URLまたは、右のQRコードから、申込フォームにアクセスし、お申込みください。
https://s-kantan.jp/pref-aomori-u/offer/offerList_detail.action?tempSeq=6297

講師：YRPユビキタス・ネットワーキング研究所 所長 坂村 健 氏

■基調講演 「DXとは何か」 13:40～14:40

少子高齢化が進む青森県では、今こそDXが必要ですが、正しく理解し実践されているケースは稀です。

DXで最も重要なことは何か? あらゆる組織で成功させる秘訣を紹介します。

・1951年東京生まれ。

・東京大学 名誉教授、東洋大学情報連携学部 教授 学部長、工学博士(慶應義塾大学)。

・2002年総務大臣賞受賞、2003年紫綬褒章、2006年日本学士院賞受賞。

・1984年からオープンなコンピュータアーキテクチャTRONを構築。TRONは携帯電話の電波制御をはじめとして、

家電製品、オーディオ機器、デジタルカメラ、FAX、車のエンジン制御など世界中で多く使われている。現在、

IoT社会実現のための研究を推進しており、2002年1月よりYRPユビキタス・ネットワーキング研究所長を兼任。

・2015年にITU(国際電気通信連合)創設150周年を記念して、情報通信のイノベーション、促進、発展を通じて、

世界中の人々の生活向上に多大な功績のあった世界の6人の中の一人として選ばれる。

・著書に『ユビキタスとは何か』(岩波新書)、『DXとは何か』『IoTとは何か』(角川新書)、『オープンIoT－考え

方と実践』(パーソナルメディア)、『イノベーションはいかに起こすか』(NHK出版)など多数。

【プロフィール】

■事例紹介 14:40～15:50

１．株式会社宮坂ポリマー青森(つがる市)
「QRコードを活用した製品出荷業務の効率化」

製品（ゴム製品）の出荷業務等における作業時間の短縮と誤発注の防止を目的とし
て、手書き管理をQRコードを活用して自動化。

２．東日本電信電話株式会社青森支店(青森市)
「IoTを活用した生簀モニタリング」

養殖業における効率的なサーモンの測定や給餌を目的として、サーモンの生育状況
の把握にセンサーやクラウド等のIoT技術を活用。

３．株式会社サン・コンピュータ（八戸市）
「５Gを活用した除雪作業支援システム」

除雪作業時の物損事故の防止や経験が浅いオペレーターの運転支援を目的として、
５Gを活用した除雪ガイダンスを導入。

【留意事項】

・会場にお越しの場合は、新型コロナウイルス感染症の感染防止対策にご協力ください。

・オンラインで参加する場合は、後日、ミーティングID・パスワード等をお知らせします。

【主催】 青森県、東日本電信電話株式会社青森支店
【協力】 公益財団法人日本電信電話ユーザ協会青森支部
【後援】 地方独立行政法人青森県産業技術センター、一般社団法人青森県情報サービス産業協会、

一般社団法人青森県工業会

あおもりDXフォーラム2022

出荷業務をQRコードでデジタル化

サーモンの生育状況をモニタリング

除雪作業を遠隔でサポート


